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白坂栄彦外21名の発起により、実地有用の女子を教育する趣旨のもとに設立が企画され、私立岡山実科
女学校の認可を受ける
私立岡山実科女学校開校式、この日を創立記念日に制定
私立岡山実科女学校財団発足
従来の本科を私立実科高等女学校に改称し、別に私立岡山実科女学校を存置
私立実科高等女学校を就実高等女学校に改称
岡山実科女学校廃止（昭和19年３月全部廃止）
就実高等女学校を岡山県就実高等女学校に校名変更
岡山県就実中学校設置認可
岡山県就実高等学校設置認可
学校法人岡山県就実学園寄附行為認可
岡山就実短期大学開学　家政科、入学定員80人
短期大学家政科入学定員変更　80人→120人
短期大学に幼児教育科を増設　入学定員40人（平成18年3月廃止）
高等学校の教育の多様化に備え、普通科の中にコース制を採用
短期大学幼児教育科入学定員変更　40人→50人
短期大学に国文科及び英文科増設　入学定員各50人（昭和55年3月両学科廃止）
短期大学家政科専攻分離　生活科学専攻80人、被服学専攻 40人
短期大学幼児教育科入学定員変更　50人→100人
就実女子大学開学　文学部日本文学科、英米文学科、入学定員各50人
短期大学家政科の被服学専攻を生活文化専攻に変更
学校法人及び就実女子大学を除く設置校名を就実学園及び就実短期大学、就実高等学校、就実中学校に改称
短期大学家政科入学定員変更　120人→200人
　生活科学専攻 80人→120人
　生活文化専攻 40人→80人
大学文学部に史学科増設　入学定員100人
短期大学家政科、期間を付した入学定員変更　200人→360人
　生活科学専攻 120人→200人
　生活文化専攻 80人→160人
大学文学部日本文学科・英米文学科入学定員変更
　日本文学科 50人→100人
　英米文学科 50人→100人
短期大学家政科生活文化専攻を生活文化学科に改組 （平成４.３生活文化専攻廃止）
大学文学部日本文学科・英米文学科・史学科、期間を付した入学定員変更
　日本文学科 100人→130人
　英米文学科 100人→130人
　史　学　科 100人→130人
短期大学家政科生活科学専攻を生活科学科に、幼児教育科を幼児教育学科に名称変更
中学校入学定員変更　50人→70人
就実女子大学大学院設置　文学研究科修士課程、日本語学・日本文学専攻、英語学・英米文学専攻、史学
専攻、入学定員各５人、男女共学（平成22年10月文学研究科廃止）
短期大学生活文化学科を文化コミュニケーション学科に改組　入学定員100人（平成14年10月生活
文化学科廃止）
大学文学部日本文学科・英米文学科・史学科の各学科臨時的定員30人のうち、15人を恒常的定員に変更
　日本文学科 130人→115人
　英米文学科 130人→115人
　史　学　科 130人→115人
短期大学生活科学科の入学定員のうち臨時的定員80人を平成16年度まで毎年１割ずつ削減した人数の
延長
　生活科学科 192人（平成12年度）→160人（平成16年度）
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就実女子大学を就実大学に校名変更
大学文学部を人文科学部に名称変更
日本文学科を表現文化学科に名称変更　入学定員変更 115人→75人
英米文学科を実践英語学科に名称変更　入学定員変更 115人→75人
史学科を総合歴史学科に名称変更　入学定員変更 115人→75人
大学に薬学部増設　生物薬学科、医療薬学科、入学定員各75人　男女共学　（平成23年3月両学科廃止）
短期大学文化コミュニケーション学科入学定員変更　100人→70人
大学人文科学部を男女共学に変更
短期大学幼児教育学科を幼児教育保育学科（幼児教育専攻、保育専攻）に改組　入学定員　幼児教育専攻
100人、保育専攻40人（平成18年3月幼児教育学科廃止）
短期大学生活科学科入学定員変更　160人→120人
大学薬学部を６年制に移行
大学薬学部生物薬学科・医療薬学科を統合して薬学科に改組　入学定員150人
大学人文科学部に初等教育学科を増設　入学定員75人、編入学定員3年次5人
短期大学幼児教育保育学科を幼児教育学科に名称変更　入学定員変更 140人→100人
高等学校，中学校の特別進学コースを男女共学に変更
大学院文学研究科を人文科学研究科に、日本語学・日本文学専攻、英語学・英米文学専攻、史学専攻を
人文科学専攻に改組　入学定員15人（平成22年10月文学研究科廃止）
短期大学を男女共学に変更
大学院人文科学研究科に初等教育学専攻を増設　入学定員５人 （平成28年３月廃止）
大学院人文科学研究科人文科学専攻入学定員変更　15人→10人
大学に教育学部増設　入学定員　初等教育学科75人､教育心理学科60人､編入学定員　３年次各５人
大学薬学部薬学科入学定員変更　150人→120人
短期大学生活科学科を生活実践科学科に名称変更　入学定員変更120人→100人
短期大学文化コミュニケーション学科を実践コミュニケーション学科に名称変更　入学定員変更
70人→50人 （平成26年３月廃止）
就実大学・就実短期大学附属幼稚園、就実大学・就実短期大学附属保育所を認定こども園就実こども園と
して開園　入園定員　５歳児37人、４歳児37人、３歳児36人、２歳児18人、１歳児　18人、Ｏ歳児６人
大学院に医療薬学研究科疾病治療薬学専攻増設　博士課程４年､入学定員４人、男女共学
高等学校に特別進学チャレンジコース増設
大学に経営学部経営学科増設　入学定員80人
就実小学校開校　入学定員60人
大学院に教育学研究科教育学専攻増設　修士課程、入学定員8人
短期大学生活実践科学科 入学定員変更 100人→80人
認定こども園 就実こども園 入園定員変更 5歳児 37人→50人、4歳児 37人→46人、3歳児 36人→44人、
2歳児 18人→24人、1歳児 18人→22人、0歳児 6人→9人
付随事業　就実大学薬学部附属薬局設置認可
大学・短期大学学生寮「わかくさ寮」閉寮
就実大学薬学部附属薬局 開局
大学人文科学部表現文化学科・総合歴史学科・教育学部教育心理学科・経営学部経営学科・薬学部
薬学科入学定員変更
　表現文化学科75人→80人、総合歴史学科75人→80人、教育心理学科60人→62人、経営学科80人
→100人、薬学科120人→100人

教育学部教育心理学科編入学募集停止
就実中学校 進学コースを未来創造コース（男女共学）に変更
大学経営学部経営学科　入学定員変更 100人→160人
岡山市中区浜一丁目50番55外2筆の国有財産有償貸付合意を締結（期間50年）
（就実高等学校・中学校第三体育館用地）
大学教育学部初等教育学科を教育学科に名称変更及び入学定員変更　75名→110名
大学教育学部教育心理学科を心理学部心理学科に改組　入学定員　100名、それに伴い教育学部教育
心理学科を募集停止　
大学院人文科学研究科人文科学専攻入学定員変更　10名→4名


